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安
全
な
国
産
グ
リ
ー
ン
社
会

グ
リ
ー
ン
社
会
の
本
質
②

―
茨
木
の
り
子
の『
六
月
』か
ら
読
み
解
く

佐
藤
建
吉

代
表
理
事

一
般
社
団
法
人
洸
楓
座

第㉔回

コラム▼
は
じ
め
に

持
続
可
能
な
社
会
の
実
現

は
、
い
ま
多
く
の
立
場
や
分

野
で
叫
ば
れ
て
い
る
。
そ
の

た
め
に
合
言
葉
と
さ
れ
て
い

る
の
が
、
「
グ
リ
ー
ン
社

会
」
で
あ
る
と
い
え
る
。
今

回
は
、
グ
リ
ー
ン
社
会
の
本

質
と
題
し
て
の
２
回
目
。
筆

者
の
視
点
か
ら
述
べ
た
い
。

前
回
に
述
べ
た
よ
う
に
、

今
月
、
６
月
は
「
環
境
月

間
」
で
あ
る
。
そ
の
由
来

は
、
人
間
環
境
会
議
が
１
９

７
２
年
６
月
５
日
に
開
催
さ

れ
た
こ
と
に
よ
る
。
国
際
的

に
は
国
連
の
主
導
で
、
そ
の

日
を
「
世
界
環
境
デ
ー
」
と

し
て
い
る
。
こ
れ
に
呼
応

し
、
日
本
で
は
環
境
基
本
法

に
よ
り
「
環
境
の
日
」
と
定

め
て
い
る
。
「
環
境
月
間
」

は
、「
環
境
の
日
」
６
月
５

日
を
初
日
と
し
て
、
ほ
ぼ
一

カ
月
間
に
わ
た
り
、
今
年
も

始
ま
っ
て
い
る
。
こ
れ
を
機

会
に
、
環
境
全
般
に
関
心
を

持
ち
た
い
。

▼
環
境
と
状
況

筆
者
は
、「
環
境
」
と
い

う
言
葉
の
意
味
に
つ
い
て
再

考
し
、「
環
境
と
は
、
主
体

者
の
周
り
の
自
然
や
人
工
の

生
態
条
件
を
指
す
」
と
し

た
。
こ
れ
に
よ
れ
ば
、「
環

境
」
に
は
、
主
体
者
を
含
ん

で
い
な
い
（
図
参
照
）。
し

た
が
っ
て
「
環
境
問
題
の
解

決
」
な
ど
と
言
っ
て
も
、
自

分
自
身
を
含
め
な
い
で
叫
ん

で
い
る
だ
け
で
は
解
決
さ
れ

な
い
。

時
代
的
に
は
ち
ょ
っ
と
古

く
な
っ
た
が
〝
禁
煙
運
動
〟

照
）
。
環
境
問
題
に
主
体
者

自
身
が
仕
切
り
や
裁
量
を
も

っ
て
行
動
す
る
こ
と
に
な
る
。

こ
の
と
き
一
つ
、
上
げ
足

を
取
る
指
摘
と
し
て
は
、

「
腸
内
環
境
」
と
い
う
の
が

あ
る
。
実
は
、
腸
内
は
主
体

者
の
中
に
あ
る
か
ら
で
あ

る
。
し
た
が
っ
て
、
こ
の
言

葉
に
お
い
て
は
、
環
境
と
言

っ
て
も
状
況
と
同
じ
で
主
体

者
を
含
ん
で
い
る
と
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い(
笑)
。

▼
茨
木
の
り
子
の
『
六
月
』

筆
者
は
、
い
ま
は
故
人
と

な
っ
た
詩
人
・
茨
木
の
り
子

（
１
９
２
６
～
２
０
０
６
）

の
詩
と
詩
情
を
広
め
る
た
め

に
朗
読
と
音
楽
の
会
を
２
０

１
９
年
か
ら
毎
年
開
催
し
て

い
る
。
彼
女
の
詩
は
、
日
常

の
暮
ら
し
に
お
け
る
個
人
や

社
会
、
あ
る
い
は
人
々
の
あ

る
べ
き
状
況
を
、
的
確
に
遠

慮
な
く
、
か
つ
詩
的
に
表
現

し
て
い
る
。
そ
れ
は
未
来
の

た
め
に
、
い
ま
の
時
代
に
書

き
残
し
て
く
れ
た
も
の
で
遺

韻
と
呼
び
、
顕
彰
し
て
い

る
。
同
時
に
、
私
た
ち
の
生

活
や
行
動
に
あ
る
べ
き
ヒ
ン

ト
を
与
え
て
く
れ
て
い
る
。

現
代
社
会
は
複
雑
で
、
多

極
的
で
多
様
性
に
富
ん
で
い

る
が
、
個
人
と
し
て
持
つ
べ

き
意
思
の
強
さ
を
、
涵
養
さ

せ
る
も
の
で
あ
る
。
茨
木
の

詩
の
題
名
を
あ
げ
る
と
、

『
倚
り
か
か
ら
ず
』『
自
分
の

掲
げ
、
い
ま
の
時
代
を
共
生

す
る
人
々
の
活
力
を
表
現
し

て
い
る
。

そ
の
後
に
「
怒
り
が
力
と

な
っ
て
た
ち
あ
ら
わ
れ
る
」

と
、
動
き
を
望
み
期
待
し
て

い
る
。
じ
つ
は
第
１
連
、
第

２
連
で
も
、「
か
た
む
け

る
、
満
ち
満
ち
る
」
と
、
動

き
を
述
べ
て
い
る
。

こ
の
１
２
行
の
短
い
詩
に

お
い
て
日
常
や
現
状
に
つ
い

て
述
べ
、
そ
れ
を
肯
定
し
、

し
か
し
よ
り
高
い
あ
る
べ
き

状
況
や
社
会
を
期
待
し
て
い

る
。
そ
し
て
そ
の
求
め
る
も

の
は
共
通
し
て
「
美
し
い
」

対
象
な
の
で
あ
っ
た
。
季
節

感
と
し
て
も
、
６
月
は
緑
豊

か
で
美
し
い
。
が
、
た
だ
の

ひ
と
月
の
６
月
で
は
な
く
、

そ
の
前
後
の
生
長
期
を
含
ん

だ
季
節
感
で
も
あ
る
。

こ
れ
こ
そ
が
、「
グ
リ
ー
ン

社
会
」
の
動
景
と
は
言
え
な

い
だ
ろ
う
か
。
美
し
い
村
は

エ
コ
・
ヴ
ィ
レ
ッ
ジ
、
美
し

い
街
は
エ
コ
・
タ
ウ
ン
、
美

し
い
人
と
人
は
エ
コ
・
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
に
深
化
さ
せ
る
。

す
な
わ
ち
、
こ
の
詩
は
、
Ｇ

Ｓ
（
グ
リ
ー
ン
社
会
）
の
形

成
を
、
い
み
じ
く
も
茨
木
の

り
子
が
６
０
年
も
前
に
、
着

眼
し
今
の
時
代
に
残
し
た
遺

韻
と
言
え
る
の
で
あ
る
。

▼
持
続
可
能
性
と
ま
と
め

「
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
父
」
と

し
て
著
名
な
ピ
ー
タ
ー
・
ド

ラ
ッ
ガ
ー
（
１
９
０
５
～
２

０
０
５
）
は
、「
選
択
と
集

中
」
を
推
奨
し
た
が
、
こ
れ

も
持
続
可
能
の
た
め
の
一
手

法
で
あ
る
。
組
織
は
社
会
の

要
求
に
応
え
る
。
社
会
と
組

織
の
相
補
性
や
協
働
性
を
確

か
に
す
る
こ
と
で
あ
っ
た
。

時
代
に
あ
っ
た
事
業
や
手
法

で
、
社
会
貢
献
を
し
て
持
続

可
能
を
確
か
に
す
る
と
い
う

戦
術
を
説
い
た
。

持
続
可
能
性
の
意
味
合
い

に
も
い
ろ
い
ろ
あ
る
。
世
代

を
超
え
て
事
業
継
承
す
る
例

と
し
て
、
次
の
よ
う
な
こ
と

も
あ
る
。
19
代
続
く
あ
る
酒

造
は
、
初
代
か
ら
同
じ
酒
業

を
継
続
し
、
時
代
の
変
革
に

適
合
さ
せ
看
板
を
守
っ
て
き

た
。
３
５
０
年
続
く
あ
る
商

家
は
、
代
々
が
取
扱
商
品
や

事
業
内
容
を
替
え
て
生
き
残

り
、「
○
○
商
店
」
の
屋
号
を

名
乗
り
続
け
て
い
る
。

い
ま
対
象
と
さ
れ
て
い
る

の
は
、
組
織
や
法
人
、
企
業
、

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
や
国
家
な
ど

組
織
の
形
態
は
さ
ま
ざ
ま
で

あ
る
が
、
共
通
し
て
、
そ
れ

に
関
わ
る
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ

ー
（
利
害
関
係
者
）
の
協
働

し
た
持
続
可
能
性
で
あ
る
。

そ
の
手
法
や
判
断
は
、
先
例

の
酒
造
や
商
家
の
よ
う
に
、

多
様
で
あ
る
。
一
日
々
々
、

今
日
＆
明
日
と
い
う
短
期
間

毎
の
継
承
も
あ
れ
ば
、
一

年
々
々
や
年
度
＆
年
次
で
の

継
承
も
あ
る
。
い
ず
れ
に
し

ろ
代
々
の
歴
史
的
継
承
も
成

し
得
る
こ
と
が
で
き
る
。

ま
と
め
と
し
て
は
、
持
続

可
能
性
を
確
か
に
す
る
た
め

に
は
、
主
体
者
と
し
て
時
代

の
変
革
に
対
応
し
た
自
己
改

革
が
必
要
で
あ
り
、
そ
れ
に

は
時
代
を
読
み
解
く
こ
と
も

必
要
で
あ
る
。
そ
の
た
め
の

合
理
的
な
視
点
は
、
前
回
で

も
触
れ
た
Ｅ
を
持
つ
４
つ
の

キ
ー
ワ
ー
ド
で
の
対
応
で
あ

る
。
こ
れ
こ
そ
が
、
Ｇ
Ｓ

「
グ
リ
ー
ン
社
会
」
の
構
築

に
つ
な
が
る
。

㈠Ecology / Environm
e

nt㈡Econom
y / Em

ploym
e

nt㈢Em
pathy / Education

㈣Eco-ethica / Equality

今
回
述
べ
た
の
は
、Envi

ronment

に
関
係
し
た
環
境

で
あ
っ
た
。
次
回
は
、Eco-

ethica

に
つ
い
て
取
り
上
げ

た
い
。　
　
　
　
　

【
続
く
】

【環境】    【状況】 
：主体者の周りが環境   ：主体者と環境の両方 

主
体
者

環
境

環
境

状
況

を
例
に
す
る
と
、
喫
煙

は
環
境
や
健
康
に
良
く

な
い
の
で
、「
喫
煙
に

は
注
意
し
よ
う
！
」
と

唱
え
て
も
、
自
身
は
喫

煙
し
て
い
る
よ
う
な
も

の
で
、
こ
れ
で
は
運
動

は
進
ま
な
い
。

そ
こ
で
、
筆
者
は
、

主
体
者
と
そ
の
周
り
の

環
境
を
含
め
た
用
語
と

し
て
、「
状
況
」
と
い

う
言
葉
を
当
て
は
め
る

こ
と
に
し
た
（
図
参

ど
こ
か
に
美
し
い
村
は
な
い
か

一
日
の
仕
事
の
終
り
に
は
一
杯
の
黒
麦
酒

鍬
を
立
て
か
け
　
籠
を
置
き

男
も
女
も
大
き
な
ジ
ョ
ッ
キ
を
か
た
む
け
る

六
月

茨
木
の
り
子

感
受
性
く
ら
い
』『
怒
る
と

き
と
許
す
と
き
』『
わ
た
し

が
一
番
き
れ
い
だ
っ
た
と

き
』
『
四
海
波
静
』
な
ど
が

あ
る
。

今
日
で
も
、
戦
争
や
紛
争

が
あ
り
、
殺
戮
が
行
わ
れ
て

い
る
。
し
た
が
い
、「
平

和
」
に
つ
い
て
は
、
多
く
の

人
が
関
心
を
持
っ
て
い
る
。

平
和
を
求
め
る
こ
と
、「
和

平
」
に
は
、
個
人
の
意
思
の

集
積
が
重
要
で
あ
る
と
い
え

る
。茨

木
の
り
子
の
詩
に
、

『
六
月
』
が
あ
る
。
こ
の
詩

は
、
後
述
す
る
よ
う
に
、
グ

リ
ー
ン
社
会
の
構
築
の
た
め

の
内
容
で
あ
る
と
も
い
え

る
。
す
な
わ
ち
、
現
代
の
社

会
に
お
い
て
も
重
要
な
気
付

き
を
与
え
て
く
れ
る
か
ら
で

あ
る
。

『
六
月
』
の
内
容
は
、
カ

レ
ン
ダ
ー
の
６
月
と
は
、
必

ず
し
も
一
致
し
な
い
。
１
９

６
０
年
と
70
年
の
安
保
闘
争

や
学
生
運
動
改
革
の
象
徴
的

な
月
が
６
月
で
あ
り
、
こ
れ

ら
と
の
係
わ
り
と
し
て
も
語

ら
れ
る
こ
と
が
あ
る
が
、
そ

れ
は
作
詞
後
で
あ
っ
た
と
い

う
。
じ
つ
は
、
茨
木
の
り
子

の
誕
生
月
が
６
月
で
あ
り
、

前
向
き
に
生
き
る
こ
と
の
本

質
を
問
う
自
身
の
心
根
を
重

ね
て
題
名
と
し
た
の
か
も
し

れ
な
い
。

こ
の
詩
は
、
第
１
連
で

は
、「
ど
こ
か
に
美
し
い
村

は
な
い
か
」
と
し
て
、
日
常

の
暮
ら
し
、
と
く
に
労
働
す

る
こ
と
に
触
れ
、
生
き
る
悦

び
に
つ
い
て
表
現
し
て
い
る
。

第
２
連
で
は
、
村
を
街
に

替
え
て
、「
ど
こ
か
に
美
し

い
街
は
な
い
か
」
と
し
、
食

と
継
続
性
を
感
じ
さ
せ
、
そ

の
源
と
な
る
若
者
の
存
在
を

表
現
し
て
い
る
。

結
び
の
第
３
連
で
は
、
場

所
で
は
な
く
「
人
と
人
の
力

は
な
い
か
」
と
し
、「
同
じ

時
代
を
と
も
に
生
き
る
」
を

◆BICYCLE-E·MOBILITY CITY EXPO 2025 〜
自転車・電動モビリティまちづくり博〜
会期：2025年6月11日（水）・12日（木）▷時
間：10：00 ～ 17：00▷会場：新宿住友ビ
ル三角広場（屋内イベント空間）東京都新
宿区西新宿2丁目6番1号▷主催：BICYCLE-
E·MOBILITY CITY EXPO 2025実行委員会
（運営事務局：ライジング出版）▷問合せ・
詳 細：https://bicycle-emobiexpo.co.
jp/

◆第7回 国際 建設・測量展（CSPI-EXPO2025）
会期：2025年6月18日（水）～ 21日（土）▷時
間：10：00 ～ 17：00（最終日は16：00ま
で）▷会場：幕張メッセ1 ～ 6ホール・屋
外展示場・屋外展示場ANNEX（千葉県千葉
市美浜区中瀬2丁目1）▷主催：国際 建設・
測量展 実行委員会▷詳細・申込・問合せ：
https://cspi-expo.com/

◆ジャパン・エネルギー・サミット
会期：2025年6月18日（水）～ 20日（金）▷時
間：10：00 ～ 18：00（最終日は17：00ま
で）▷会場：東京ビッグサイト（東京都江
東区有明3丁目11-1）▷参加入場料：ビジ
ターパス（無料）から各種設定あり要確認
▷主催＜日本＞：ジャパン・エネルギー・
サミット日本事務局（Pivot Tokyo内）▷問

合せ：050-3786-3122▷詳細・登録：htt
ps://www.japanenergyevent.com/ja/

◆課題解決EXPO 2025 エコテクノ2025
会期：2025年7月2日（水）～ 4日（金）▷時
間：10：00 ～ 17：00▷会場：西日本総合
展示場（福岡県北九州市小倉北区浅野3-8-
1）▷入場料：無料（要登録）▷主催：一般
財団法人九州オープンイノベーションセ
ンター／九州環境エネルギー産業推進機
構（K-RIP）／公益財団法人北九州国際技術
協力協会／北九州市環境産業推進会議▷
問合せ：093-511-6800（北九州観光コンベ
ンション協会内）▷詳細・登録：https://
eco-t.solution-expo.jp/index.php

◆つなぐ関東グランドフェア2025
会期：2025年7月3日（木）・4日（金）▷時間：

【3日 】10：00 ～ 17：00 ／【4日 】9：30
～ 16：00▷会場：幕張メッセ・9 ～ 11ホ
ール（千葉県千葉市美浜区中瀬2丁目1）▷
主催：ユアサ商事ほか▷問合せ・詳細・
登 録：https://grandfair.jp/gf2025/ven
ue/kanto/

◆自治体総合フェア2025
会期：2025年7月16日（水）～ 18日（金）▷時
間：10：00 ～ 17：00▷会場：東京ビッグ
サイト西展示棟　西3・4ホール（東京都江
東区有明3丁目11-1）▷入場料：無料（要登
録）▷主催：一般社団法人日本経営協会▷
問合せ・詳細・登録：https://www.noma-

lgf.com/

●RE-Usersサミット2025 進化する自然エネル
ギーの電力調達手段
会期：2025年6月10日（火）▷時間：13：30 ～
17：15（開場13：00） ※終了後に会場でネッ
トワーキング（レセプション形式）あり▷開
催方式：会場＋オンライン（Zoom）▷会場：
虎ノ門ヒルズフォーラム ホールB（東京都港
区虎ノ門1-23-3 虎ノ門ヒルズ森タワー 4階）
▷参加費：無料（事前登録制）▷主催：公益
財団法人 自然エネルギー財団▷詳細・申込：
https://www.renewable-ei.org/activiti
es/events/20250610.php

●LONGi 地域エネルギー推進交流ツアー・松山
会期：2025年6月13日（金）▷時間：16:00 ～
19:30（受付15:30 ～／懇親会18:30 ～ 19:30）
▷会場：TKP松山市駅前カンファレンスセン
ター 会議室カンファレンスルーム4B▷参加
費：無料（定員30名、先着15名は懇親会に無
料で参加可能）▷主催：LONGi Solar Techno
logy▷詳細・申込：https://x.gd/lwRCE

●CAN-Japanセミナー「電力システム改革の今
後と再エネの未来」
会期：2025年6月18日（水）▷時間：15：30 ～
17：00 ▷開催方式：会場＋オンライン
（Zoom）▷会場：衆議院第二議員会館第7会議
室（東京都千代田区永田町2丁目1-2）▷参加
費：無料（要登録）▷主催：パワーシフト・

キャンペーン／自然エネルギー 100％プラッ
トフォーム（CAN-Japan）▷詳細・問合せ：ht
tps://www.can-japan.org/events-ja/411

●自動車用バイオエタノールの未来 －2040年
度E20導入を目指して－
会期：2025年6月19日（木）▷時間：13：00 ～
17：00 ＊交流会17:20 ～ 19:00▷会場：イ
イノホール&カンファレンスセンター Room
A［講演会］／ Room B［交流会］（東京都千
代田区内幸町2-1-1 飯野ビルディング4階）
▷参加対象者：エタノール関係者・一般有
識者など▷参加費：無料（事前登録制）▷主
催：アメリカ穀物協会▷共催：一般財団法
人エネルギー総合工学研究所▷詳細・申込：
https://grainsjp.org/topics/12295/

●農都会議「食育とバイオマス教育が危ない（現
状と課題について）」～子どもをたくましく
する食育とバイオマス教育（現状と課題）～
会期：2025年6月23日（月）▷時間：18：00 ～
20：30（入場開始17：30） ＊講演会後に懇親
会あり▷会場：新橋「昭和ブックカフェ」
ニュー新橋ビル3F（東京都港区新橋2丁目
16-1）▷参加費：【農都会議会員】1,000円／
【一般参加者】3,000円▷主催：NPO法人農都
会議

●全国バイオディーゼル燃料利用推進協議会 講
演会2025
会期：2025年6月26日（木）▷時間：15：10 ～
18：00 ＊講演会終了後に同会場にて交流会

も開催▷開催方式：会場＋オンライン（Zoom）
▷会場：馬事畜産会館2階大会議室（東京都
中央区新川2-6-16）▷参加費：協議会会員＝
無料／ JORA 会員・バイオマス産業都市推進
協議会会員・日本バイオマス製品推進協議
会会員＝2,000円／非会員＝4,000円 （会場・
Web どちらも同料金）▷主催：全国バイオデ
ィーゼル燃料利用推進協議会▷問合せ：03-
3297-5618（日本有機資源協会内）

●ソーラーシェアリングサミット2025 夏の陣
日時：[専門分科会・全体会]2025年7月4日
（金）10：00 ～ 18：00 ／ [エクスカーション
]5日（土）9:00 ～ 12:00 ＊懇親会あり 4日
18:30 ～ 20：00▷会場：[専門分科会・全体
会]おだわら市民交流センター「UMECO」会
議室1 ～ 3（神奈川県小田原市栄町一丁目1番
27号）／ [エクスカーション]合同会社小田原
かなごてファームの圃場巡り（予定） ＊エク
スカーション当日は小田原駅西口集合▷参
加費（全て税込）：通し参加＝5,000円／全体
会のみ＝4,000円／エクスカーション＝別途
2,000円／懇親会＝別途4,000円 流域価格＝
1,000円 ※神奈川県西部に在住の住民限定
10名▷主催：全国ソーラーシェアリングサ
ミット事務局▷詳細・申込・問合せ：htt
ps://peatix.com/event/4401010?lang=ja-
jp

新エネルギー関連
イベントカレンダー（6月～ 7月）

※開催日時等内容に変更が生じる場合もあ
ります。詳細は各事務局資料でご確認下さい。

学会／セミナー／講演会
展示会
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